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第６巻

2021年度　累計卒業生数

大　学　院　計	 1,717名

大　　学　計	 33,058名

短　　大　計	 9,487名

高　　校　計	 21,127名

合　　計　計	 65,389名

酪農義塾　計	 303名

酪農学校　計

	 ＊91,517名

総合計

	 157,209名

地区支部の設置状況（　）は未設置

北海道１区：石狩　３支部（１）（江別）
北海道２区：道央　６支部（２）（空知１）（胆振２）
北海道３区：道南　５支部（２）（後志１）（後志２）
北海道４区：道北　６支部（１）（留萌１）
北海道５区：道東　６支部（０）計26支部

東　北　地　区：６支部（０）
関東甲信越地区：10支部（０）
中　部　地　区：７支部（０）
近　畿　地　区：６支部（０）
中　国　地　区：５支部（０）
四　国　地　区：４支部（０）
九　州　地　区：８支部（０）計46支部

発行日2023年１月１日

巻頭言

会長新年挨拶

酪農学園同窓会
会長　加藤　清雄

（獣医学科1972年卒）

　明けましておめでとうございます。新型コロナウイルス感

染症対策がウイズコロナ政策へと切り替わり、従来の家族が

集う賑やかな正月を迎えられていることと思います。

　同窓会も対面での会議や同窓会が開催できるようになり、

４月に理事会、５月に理事・代議員会が開催され、前会長辞

任により空席となっていた会長が選任され新体制がスタート

いたしました。力不足ではございますが同窓会の発展に全力

を注ぐ所存です。ご支援、ご協力を賜りますようよろしくお

願いいたします。

　本同窓会の目的の１つは会員相互の親睦交流です。母校を

同じくする仲間が集う同窓会は、母校のこと、恩師のこと、

仲間のことなど話題が豊富で歓談が進み、かけがえのない歓

びを味わえるとともに初心に戻れる大切な機会です。また年

代の異なる同窓生や業種の異なる同窓生との出会いの場でも

あり仕事の発展にもつながります。

　しかし、同窓会というのは歴史を重ねるほど年代の幅が広

がり、若い世代の参加者が少なくなる傾向にあります。今年

は酪農学園創設90周年に当たります。会員が各年代に分布す

るに至った酪農学園同窓会が、いかにして年代を超えた親睦

交流を図ることができるか、模索する必要があるようです。

同窓生が学園に集うホームカミングデーは今年で第30回を迎

えます。同窓会では多くの同窓生に集っていただけるよう魅

力あるホームカミングデーとすべく学園と協調し努力したい

と思います。是非、ホームカミングデーには母校を訪問して

その発展を確認し、恩師や仲間との再会を楽しんでいただけ

ればと思います。そのことがまた同窓会の結束、同窓生と学

園の連携強化につながると信じています。

　本同窓会のもう一つの目的は酪農学園の建学の精神の啓発・

実践を通して酪農学園の発展に寄与することです。学園が90

周年を迎えることができたことは、同窓生がそれぞれの立場

で学園の発展に寄与してきた証でもあると思います。同窓生

の著名な活動が学園の評価を高めたことはもちろんですが、

同窓生個々人が学園で学び身につけた知識や技術を生かし業

務を遂行してきたこと、また建学の精神に基づいた生き方の

実践により職場や地域社会において皆様が信頼を得ているこ

とが学園の評価につながり発展の礎になっているはずです。

さらに学園の発展に貢献するには同窓会が団結する必要があ

ります。そのためにも、各支部で開催される同窓会に積極的

に参加していただくことをお願いいたします。

　年頭に当たり、皆様のご健康とご繁栄を心より祈念し新年

のご挨拶といたします。

	 （2022年10月26日記）
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2022年度理事会開催報告

　４月22日（金）午後２時から新さっぽろアークシティホテ
ル４階ハマナスを会場に2022年度の理事会が開催された。例
年は同窓生会館での開催であるが、コロナ禍での感染対策上、
学外での２年ぶりの対面開催となった。遠くは福岡県、大阪府、
石川県、千葉県、東京都からもご出席いただき、17名での開
催となり、活発な議論が行われた。
　加藤清雄会長代行から開会挨拶が行なわれた。議事は会則
により会長代行が議長となり、進行した。議事録署名人には
野英二理事と中出哲也理事を選出した。

　議案では2021年度事業報告並びに収支決算報告が行なわ
れ、事務局より議案書に基づき、事業報告を行なった。内容は、
全体概要および事業計画に基づく収支決算報告として一般会
計および特別会計、監査結果が報告され、原案通り承認された。
　続いて各単位同窓会・地区支部活動報告では各単位同窓会
会長等並びに地区会長等から資料に基づき活動報告が行われ
た。

　次に2022年度の事業計画と収支予算について（案）が事務
局より議案書に基づき、事業計画案並びに収支予算案につい
て提案し、原案通り承認された。
　また本年度は代議員改選期であり、資料により原案が提案
され、新任６名を含む提案が承認された。

　昨年度の役員改選で懸案となっていた会長・副会長の選任
について、選考委員会で選定し、会長候補に加藤清雄氏、副
会長候補に岡田勉氏、単位同窓会長３名（浅野政輝氏、黒澤
敬三氏、野英二氏）を選定した。
　その他では積み残し課題４点について、取り進め方等の協
議が行われた。残念ながら時間が足りず、途中で打ち切らざ
るを得ない結果となった。
　最後に岡田勉副会長から閉会の挨拶が行われ、３時間を超
える理事会を終了した。

2022年度理事会・代議員会開催報告
　足掛け三年ぶりとなる新緑の５月21日（土）午後３時から
約２時間、新札幌の「新さっぽろアークシティホテル」アー
クホールを会場に2022年度の理事会・代議員会が開催され
た。南は宮崎から北は十勝までの地区支部役員と単位同窓
会役員総勢39名の出席により開催された。会議に先立ち、
2019年度以降ご逝去された同窓会役員や支部長等への黙祷
が行なわれた。
　理事会・代議員会の成立要件の確認後、議長に南繁氏、議
事録署名人に新谷良一氏、加藤浩氏の両代議員を選任し、南
議長の進行により議事が進められた。
　議案では１）2021年度事業報告並びに収支決算について事
務局から事業報告、決算報告の後、伊藤明美監事から監査報
告をいただいた。
２）各単位同窓会・地区支部活動報告については各地区会長・
支部長や単位同窓会長等からそれぞれの地区や単位同窓会の
活動内容が報告された。大半の地区支部においてコロナ禍の
ため例年のような活動が出来なかったことが報告された。
３）2022年度事業計画並びに収支予算案が提案され、承認さ
れた。
４）任期満了に伴う代議員改選案が提案され、新代議員には
村田耕一郎氏、山本務氏、藤崎英廣氏、東光昭氏、秋吉珠早氏、
稲場葵氏が選出された。
５）会長・副会長の選任について提案され、原案を承認した。
コロナ禍のため昨年度の役員改選時に未選出の会長・副会長
の選考について、樺木野選考委員長から経過が報告され、次
の方々が選任された。会長に加藤清雄氏、副会長に浅野政輝氏、
黒澤敬三氏、野英二氏、岡田勉氏。
６）その他（積み残し課題）では、経過報告の資料４点と会
長代行の提案文書により質疑応答が行われ、一部修正や削除
も含め、提案文書を承認した。統合問題と会則検討について
は今後は検討委員会を設けて次年度総会に提案することに
なった。
　最後に議長解任のあと、岡田勉副会長から閉会挨拶が行わ
れた。例年開催している学園役員をご招待しての懇親会はコ
ロナ禍のため中止として、会議出席者にはお弁当をお持ち帰
りいただいた。

2022年度酪農学園同窓会理事会・代議員会報告
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2021年度　一般会計収支決算書
自	2021年4月	1日	至　2022年3月31日

科　　　目 21予算額（C） 21決算額（B） 差異（C-B） 備　考

単位同窓会負
担金 957,374 957,374 0 単位同窓会

住所管理業務
受託金 2,600,000 2,600,000 0 酪農学園より受

託＊
募集活動業務
受託金 3,000,000 3,000,000 0 酪農学園より受

託＊＊
同窓生会館管
理業務受託金 1,800,000 1,800,000 0 酪農学園より受

託＊
酪農学校学籍
業務受託金 500,000 500,000 0 酪農学園より受

託＊
貴農同志会業
務受託金 240,000 240,000 0 貴農同志会より

受託＊

人件費 2,500,000 2,375,850 124,150 大学校友会費か
ら＊

受取利息金 76 152 －76 　

雑収入 0 0 0 　

校友会地区支
部助成金 5,764,167 5,754,667 9,500 684名×9,500－返

還金（90名）1/3
当年度収入計
（Ａ） 17,361,617 17,228,043 133,574 　

前年度繰越金 16,942,401 16,942,401 0 　

収入合計
（Ｂ） 34,304,018 34,170,444 133,574 　

　 　 　 　

人件費 7,170,000 6,998,400 171,600 ３名分（校友会・同
志会受託料含）＊

運営費 1,900,000 1,842,897 57,103 　

　（法定福利費） 1,100,000 1,144,908 －44,908 ＊　＊＊

　（消耗品費） 160,000 153,128 6,872 事務用品等

　（光熱水費） 350,000 364,393 －14,393 電気・灯油・下
水道等

　（旅費交通費） 10,000 0 10,000 交通費

　（通信費） 20,000 9,360 10,640 電話代

　（福利厚生費） 100,000 85,940 14,060 香典、傷害保険
等

　（印刷製本費） 0 0 0 肖像写真費

　（雑費） 160,000 85,168 74,832 振込手数料等

住所等調査費 50,000 21,796 28,204 調査資料購入費

募集活動業務
費 200,000 200,000 0 オリンピック応

援看板
生涯学習講座
運営費 1,200,000 20,000 1,180,000 同窓会助成金

特別会計繰入
金 2,000,000 2,000,000 0 施設管理費（同窓会

館），特別会計繰入
事業費（地区
支部助成金） 8,500,000 3,959,073 4,540,927

　（活動費） 1,000,000 119,756 880,244 総会等活動助成
金

　（通信費） 3,500,000 2,364,974 1,135,026 同窓会だより郵
送料等＊＊

　（旅費交通費） 2,800,000 146,470 2,653,530 総会等，地区支
部長会議等

　（会議費） 300,000 0 300,000 会場費等

　（印刷製本費） 900,000 1,327,873 －427,873 会報発行、封筒
費等

予備費 13,284,018 170,670 13,113,348 困窮学生食支援
事業

当年度支出計
（Ｃ） 34,304,018 15,212,836 19,091,182 　

当年収支差額
（Ａ－Ｃ） －16,942,401 2,015,207 －18,957,608 　

次年度繰越金
（Ｂ－Ｃ） 0 18,957,608 －18,957,608 　

2021年度　特別会計収支決算書
自　2021年4月	1日	至　2022年3月31日

科目 21予算額（C） 21決算額（B） 差異（C-B） 備　考

前年度繰越金 4,812,702 4,812,702 0 　

一般会計から
の繰入金 2,000,000 2,000,000 0 施設管理費（同

窓会館）等

寄付金 0 0 0

受取利息金 500 47 453 　

収入合計 6,813,202 6,812,749 453 　

基金取崩 0 0 0 　

支出合計 0 0 0 　

次年度繰越金 6,813,202 6,812,749 453 　

同窓会役員（理事・監事）一覧
（任期:2021～2023）　2022.5.21現在

役職名 氏　名 所　属

顧　問 野村　　武 大学（獣医１期）卒

会　長 加藤　清雄 大学（獣医５期）卒　

副会長

浅野　政輝 とわの森三愛高校（酪農経営１期）卒（高校同窓会長）

黒澤　敬三 短大（Ⅱコース９期）卒（短大同窓会）

野　　英二 大学（酪農11期）卒（校友会会長）

岡田　　勉 関東甲信越会長（大学酪農２期）卒

理　事
（単位同窓会）
　高校	 ５名
　短大	 ３名
　大学	 ９名
　計	 17名
（地区同窓会）
	 12名
（12地区）
	 １名
（関東甲信越）
　計	 13名

総計	 30名

長井　信之 機農高校（酪農経営11期）卒

三宅　幸治 機農高校（農業科10期）卒

幸田　幸弘 短期大学（酪農25期）卒

炭谷　輝男 短期大学（Ⅱコース５期）卒

山﨑　惠子 三愛女子高校（普通科６期）卒

野原　康一 とわの森三愛高（普通科６期）卒

岡本　英竜 大学（酪農24期）卒

中出　哲也 大学（獣医12期）卒

上村　篤正 大学（食科１期）卒

浦上　　渉 大学（食流１期）卒

山崎　耕太 大学（環マネ１期）卒

志田　和仁 大学（地環１期）卒

上井　仁美 大学（生命３期）卒

下田　尊久 道1地区会長（大学酪農12期）卒

髙谷富士雄 道2地区会長（大学酪農７期）卒

都築　信夫 道3地区会長（大学酪農９期）卒

青木　哲也 道4地区会長（短大Ⅱコース２期）卒

菊地　誠道 道5地区会長（短大Ⅱコース５期）卒

遠藤　秀之 東北地区会長（大学酪農16期）卒

福山　二仁 関東甲信越副会長（大学獣医３期）卒

藤井　敏夫 中部地区会長（大学酪農９期）卒

山本　浩光 近畿地区会長（大学酪農８期）卒

髙蓋　和朗 中国地区会長（大学酪農６期）卒

渡辺　博文 四国地区会長（機農酪農経営１期）卒

樺木野　昂 九州地区会長（大学酪農７期）卒

監　事　２名
伊藤　明美 短期大学（教養１期）卒

立川　直生 大学（地域環境４期）卒

短期大学同窓会長(古川豊記氏）、四国地区会長（藤井傳也氏）が交代されており
ますが次期理事会承認後に更新予定。
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就任のご挨拶

	 酪農学園短期大学同窓会長　古川　豊記
	 （短大２コース第５期卒）

　令和４年度から酪農学園短期大
学同窓会長に就任しました。前黒
澤会長から引き継ぎました。黒澤
様は酪農学園創立者黒澤酉蔵翁の
孫に当たり、私と同じ短大２コー
スの卒業です。
　今、全国の大学は急速に進行し
ている少子高齢化の中で、存続が
問われる時代になっており、大学
同窓会の今後の動向にも大きく影
響する事になります。
　短期大学は昭和25年に開学し、平成24年の短期大学部廃止
までの62年間に多くの方が卒業され国内外で活躍されている
と思いますが、最後の短期大学卒業者が高齢化しますと短期
大学の同窓会が消滅する事になります。
　現在でも、大学同窓会へ吸収統合の話も出ていますが、現
役員のコンセンサスは大学同窓会には統合しないで独自に存
続させる方向に有ります。
　因みに、昭和39年に設置された短期大学第２コースが20年
目の昭和59年に第２コースが廃止されましたが、昨年には第
２コース独自の同窓会として「ふみあと会」が結成されてお
ります。
　短大２コースは冬季３年の特別コースで卒業、全国から農
業従事者が入学し、卒業後は各地域に戻り農業経営の近代化
を図るとともに、地方議会の議員・議長・教育委員長として
地域社会の発展に貢献しており、各地ＪＡの組合長に就任し
たり、私と同期の内田君は北海道中央会副会長及びホクレン
会長を歴任して北海道農業の振興に貢献しています。
　私も高齢でありますから、今年度から同窓会役員改選では
比較的に若い方に役員に加わっていただきました。今後の同
窓会活動には出来るだけ若い方にも参画して欲しいと希望し
ております。
　酪農学園は全国から学生が集まっていますから、各地域の
同窓会活動も定期的に行われていますので、各地の同窓会に
コンタクトしていただくとともに、北海道野幌からインター
ネット・ＳＮＳを通じた情報の提供も行いますので、同窓会
の皆様には、今後ともよろしくお願い申し上げます。

東京都支部の事業概況と同窓生から得られる

潜在的な力

	 東京都支部　福山　二仁

　東京都支部は、2018年５月13日、
野田修平支部長（短大６期、雪印
乳業九州本部生産部長、いばらく
乳業社長）のもとに開設されまし
た。
　野田支部長は、同窓会のあり方
は、「単に旧交を温めるため・若き
日への郷愁のため・酒を酌みかわ
す」だけでは組織として長続きは
しないとの、お考えに基づき、徐々
に事業の拡大を図り、現在６事業
を展開しています。
①　文化講座「野田画伯の絵画鑑
賞会、田中可子副支部長（三愛女
子８期）のマンドリン演奏会」、②
支部総会時の講演会（学園で先端的研究を実践している教員）、
③　生涯学習講座（会員が希望する教員の研究内容）、④　白
樺会への参画（開業獣医師会）、⑤　桜を見る会・暑気払い・
忘年会、⑥　学園行事への応援（酪農公開講座、動物愛護週
間獣医学校紹介、とわの森三愛高校のスポーツ応援）等々に
積極的関わりを構築してきました。その役を担って頂く方々
も機農高校・三愛女子高・短大・短大Ⅱ・大学・酪農学園に
関係する社会人と、幅広く集まって頂いておりますが、その
集団としての規模は、東京都に同窓生が1,200名程居住して
いますが、総会等に参加頂ける方々は数十名程度と、東京都
支部の事業計画に賛同いただける環境を醸成するまでには、
未だ道半ばであると、思わざるを得ません。
　教育業界を取巻く環境は、18歳人口の減少と高等教育政策
の規制緩和等により急速に変化しており、教育業界の経営は
「学生の確保」や「教育の質の向上」「多様化する学生への対応」
「経営収支の安定化」等、複雑で難解な課題を抱えています。
　酪農学園を取巻く環境はこれまでに無い「競争」と「淘汰」
の厳しい状況を迎えており、学校法人酪農学園の経営者は企
業経営者と同等のマネジメント能力が求められています。
　酪農学園経営においては、ステークホルダーとの関係をど
のように認識し、すばやく環境変化を捉え、将来を見据えた
マネジメントをするかによって、酪農学園の浮沈が掛かって
いると言っても過言では無いと考えます。
　酪農学園における最大のステークホルダーは言うまでもな
く、同窓生であり、同窓生は酪農学園の『財産』であります。
酪農学園という組織に対して、同窓生がどのように貢献する
可能性があるのか、同窓生から得られる潜在的な力を、マー
ケティング戦略としてまとめてみますと以下のようになりま
す。
①　自校教育の充実：校友の様々な役割を現役学生に伝える
ことによる、校友となった後の母校への貢献を円滑に導入。
②　キャリア教育：現役学生に卒業生の職業・業務の講演を
行い学生との交流を深め、就職の支援策ともなる。③　学校
評価：卒業生による学群・学類・教授・教室の評価による学
校評価。④　卒業生による学生募集・入学者選抜：教職員の
コーデネーター機能の充実による卒業生活用。⑤　寄付募集：
講座・教室・研究課題等の使途・事業を明確にした寄付募集。
⑥　卒業生へのキャリア支援政策：就職斡旋サービス、キャ
リア教育プログラム。⑦　酪農学園開学の原点を巡るツアー：
黒澤酉蔵翁生家・足尾銅山跡を巡る旅、日本酪農の原点デン
マーク酪農視察研修。等々が同窓会の対応可能なマーケティ
ング戦略として考えられると思います。
　これらの戦略を実現するためには、同窓会理事会の戦略立
案機能と法人理事会の経営戦略機能の相乗的能力が必要とな
りますが、同窓会には社会に於いて実践してきた優位な人材
は数多く見ることが出来ますが、現状では、両組織の相乗効
果を発揮するまでには時間を要するものと思います。
　同窓生というリソースを有効に活用し、同窓生と共に酪農
学園経営体制の刷新を進めることが、「競争」と「淘汰」の厳
しい環境にある今こそ重要となり、同窓生に着目することか
ら刷新のヒントを得られると考えます。

同窓会　役員の横顔
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【お知らせ】
　高校同窓会は、５年に１度「総会」と「懇親会」を実施し
ており2022年度が開催年であります。しかし新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、大勢で集まることはまだまだ厳し
い状況といえるため、今回の総会につきましては、書面によ
る代議員総会を2022年度中に実施することになりました。
　また、毎回ゲストを招いて楽しいひとときとなっておりま
した懇親会はまことに残念でありますが中止とさせていただ
きます。皆様のご理解、よろしくお願い申し上げます。

【近況報告】
　高校同窓会は、新型コロナウイルス感染症予防のため、
2020年度の卒業式が中止となり、2021年度は卒業式を短縮
した関係で、同窓会入会式も中止せざるを得ない状況になり
ました。
　しかし、この学び舎を巣立つ生徒の皆さんにお祝いの気持
ちを表したく、同窓会からの記念品は例年通り贈呈させてい
ただきました。
　この同窓会からの記念品を20年ほど振り返って見ますと、
佐藤貢先生の揮毫があしらわれたテレホンカードの時もあれ
ば、同じく揮毫があしらわれた朱肉・スタンプ台だった時代
もあります。
　15年ほど前は印鑑付きボールペンが数年続き、ここ10年ほ
どはパソコンのデータ保存に使用するリムーバブルディスク
（USBメモリースティック）を贈呈しています。
　このリムーバブルディスクには、黒澤酉蔵先生の「三愛主義」
の揮毫、校歌の音源、高校礼拝堂の外観写真がデータとして
入っています。
　2022年度同窓会入会式の実施は、社会情勢を鑑みながら、
学校側と協議して決定する予定です。

大学附属とわの森三愛高等学校同窓会からのお知らせ
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母校への感謝

� 東京都支部　西井　義昭

　こんにちは。
　この度本稿執筆の機会をいただき
ました、昭和39年酪農学園短期大学
卒業生の西井義昭と申します。母校
での思い出や近況などを、お世話になった皆様に感謝しつつ、
書かせていただきます。
　「ふるさと」という言葉は、いつもなにか懐かしい響きがし
ます。私にとって、自分が生まれ育った新十津川町が第一の
「ふるさと」だとすれば、酪農学園が第二の「ふるさと」です。
それぞれに思い出は尽きません。学園で讃美歌を教わり合唱
したこと。今、女子校で聖歌隊に所属し歌っている中学生の
孫の様子を見るたびに思い出します。また、黒澤酉蔵先生の
「三愛主義」（愛神・愛人・愛土）、さらにヨハネ寮での生活は、
私の「心のふるさと」とでも申しましょうか。
　寮監を務めていらした坂本与一先生、寮長の小笠原勝昭先
輩、松山さん、中村さん、福田さんとは未だに有り難くお付
き合いさせていただいております。他の13名の皆さんもお元
気でいらっしゃることを願うばかりです。
　本学卒業後は、遊佐先生のご紹介で、宇都宮市の食品会社
（学園卒業生６名）に入社しました。３年間勤務した後、当時
の工場長に「東京に行きたい」旨相談したところ、（旧）東京
コカコーラ・ボトリング㈱に推薦いただき、30年間、その後
他社に転じて８年間、高度経済成長時代のサラリーマン生活
を送りました。
　ここからは近況報告に移ります。80歳を迎えた昨年は、予
期せぬ出来事もありました。30代位から会社務めのストレス
解消にと、ゴルフや二人の息子と共に剣道などをしておりま
した。ところが40歳になった頃、次男とのジョギング中に足
を骨折してしまいました。医師からは「動から静のスポーツ
へ」と勧められ、次兄からは「共に弓道をしないか」と誘われ、
北鎌倉にある円覚寺弓道場を見学した際に目が開かれる思い
がし、新たに「弓道」を始めることにしたのです。
　当時の町田市（現在の人口約42万人）には弓道場が無く、
有志８人で市長に陳情し、翌年市制30周年を記念して建てら
れた総合体育館４階に「10人立弓道場」という、東京都でも
指折りの道場が開設されたのは幸運でした。仕事と趣味の両
立は大変でしたが、若かったので頑張れたのかとも思います。
　その後は町田市弓道連盟の会長職に就き、運営に当たって
まいりました。当初８人でスタートした連盟も、現在は230
名の会員を抱えるに至っております。私自身は弓道を始めて
10年後に昇段、平成11（1999）年、京都にて指導員の認許
証も頂き、今は同連盟と玉川大学弓道部にて指導しておりま
す。そして、このようないきさつから、上部団体である町田
市体育協会の役員にも任ぜられました。同協会は40団体で約
23,000人の協会・連盟員が所属しています。
　本稿執筆時は、東京都市町村体育協会理事、町田市スポー
ツ審議員、町田市体育協会副理事長、財務委員長、玉川大学
弓道部師範を務めておりますが、ここに至るまで、ただ自分
なりに「地元のスポーツ振興の一助となれば」という思いで
した。ところが昨年11月３日（文化の日）、思いもかけず小
池百合子東京都知事から「東京都スポーツ功労賞」を頂く栄
誉に浴することとなった次第です。
末筆になりますが、関東甲信越地区会長岡田勉様、東京都支
部長福山二仁様に感謝申し上げると共に、酪農学園同窓会皆
様のご健勝を心よりお祈り申し上げ、母校への感謝の言葉と
いたします。
� 記　令和４年10月31日

事務局から

� 短期大学部同窓会　事務局長　伊藤明美

　酪農学園同窓会の皆様におかれましては、ご健勝のことと
お慶び申し上げます。
　ここ数年、新型コロナウイルス感染症の影響で、毎年春に
実施しておりました「短期大学部同窓会総会・学習会」もや
むを得ず中止となり、満足な活動を行うことができておりま
せんでした。
　しかし、そのような状況下ではありましたが、2022年度は
３年ぶりに大学祭（白樺祭）が対面実施となり、それに併せ
てホームカミングデーが開催され、卒業生の皆さんが学び舎
に集うことができたことは、大変喜ばしいことであったと思
います。2023年度は現状を鑑みながら、ここ数年実施できて
いなかった事業を再開することができたらと考えています。
　新型コロナウイルス感染症の収束がいまだ見えず、不安な
状況ではありますが、行動制限も緩和されてきている中、少
しでも同窓会等で交流できる機会が増えることを願ってやみ
ません。最後になりますが、同窓生皆様の益々のご活躍を祈
念いたします。

短期大学部同窓会からのお知らせ
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　コロナ禍により校友会の対面による活動はほとんど中止さ
れておりましたが、ウイズコロナ政策で活動の規制が緩和さ
れたことにより徐々に開始されるようになりました。

１．会議の開催
　校友会理事会は４
月28日同窓生会館に
おいて対面により開
催いたしました。校
友会理事・代議員会
は５月13日新札幌
アークシティホテル
において２年振りに
対面により開催いたしました。従来は会議後に懇親会を開催
し親睦を深めるのですが、今年は自粛し会議のみの開催とな
りました。

２．周年同期会について
　ホームカミングデーに合わせて卒業10、20、30、40、50
周年を迎える同窓生の周年同期会を開催してきましたが、コ
ロナが流行してから中止しております。開催できる状況にな
りましたら、開催できなかった学年も併せて開催する予定で
す。

３．準会員応援企画
　学食に於いてランチを安価で準会員である学生に提供する
企画ですが、コロナ禍で中止しておりました。今年は10月に
４週にわたり週１回提供いたしました。はじめはテイクアウ
トでの提供となりましたが、完売しない日があることから学
食でのイートインに切り替えたところ完売するようになりま
した。
　提供されたランチはチーズデミソース丼、味噌カツ丼、塩
だれ唐揚げ丼、鶏竜田揚げカレー丼です。全品200円でそれ
ぞれ250食、健土健民牛乳付きで提供いたしました。

４．同窓会開催
　今年の活動状況を報告いたします。紙面の都合上全ては報
告できませんので一部ピックアップし、また開催報告内容も
一部割愛して報告させていただきます。詳細はホームページ
でご覧ください。

１）大学酪農学科一期生傘寿記念同期会
　７月２日（土）
昭和38年度卒の
同期会が札幌市
内の温泉ホテル
で開催された。
遠くは九州・本
州と道内合わせて18人の出席。
　ホームカミングデーに合わせ同窓生会館に集合、母校を訪
れるのは58年振りの人も。中央館屋上からの見学。堂地学長、
谷山理事長を表敬訪問。白樺祭を散策後、記念礼拝に出席。
今回の同期会の合言葉は「感謝“人生全う”感動」。出席者が次々
舞台に登場、自己紹介と近況を報告し合い思い出話に花を咲
かせた。その後、余興で盛り上がり、「酪農讃歌・故郷」を歌
い最後は傘寿同期会を祝う「エイエイオー」三唱で一次会を

締めた。

２）獣医学科14期生卒業40周年同期会

　９月24日（土）京王プラザホテル札幌で第14期生の卒業
40周年記念同期会が開催され、恩師４名を含む総勢58名が参
加。マスク越しだが懐かしい、あるいはすっかり変わった顔
や体型の同期が集い、集合写真撮影後同期会を開始した。種
池先生から「今後は楽しいことをしながら長生きしよう」と
の御挨拶をいただき、前回の熊本開催の幹事である森本龍之
助君の発声により酪大生（らくだいなま）ビールで乾杯。ブロッ
ク毎に参加者全員が近況報告を行い、最後は肩を組まずに「酪
農讃歌」を斉唱し、次回東北での再会を約束し散会した。

３）第４回肉製品製造学研究室第８＆９期同門会

　10月27日（木）ホテルエミシア札幌に参加者11名が集い
ました。	今年は、８期６名・９期４名の参加でした。鮫島邦
彦名誉教授よりお言葉を頂き、その後、それぞれの１年間の
近況報告を行いました。	次年度は、10月26・27日に開催す
ることになりました。鮫島先生をお見送りした後、ホテルの
ラウンジで２次会を。翌日、時間的に可能な人のみ、大学の
前田尚之先生の教室を訪問し、懇談後、正午に解散しました。

４）馬術部殿堂入り顕彰式典•祝賀会開催
　馬術部では馬術部
殿堂を設立し、第一
回の馬術部殿堂入り
顕彰式典を、全日本
学生馬術大会が開催
されている兵庫県三
木市に近い明石市の
ホテルキャッスルプ
ラザで執り行いまし
た。卒業生の部第一号は初代主将の古賀友英氏、部長の部第
一号は牛島純一初代部長（故人）、馬匹の部第一号はダイナナ
ホウシュウ号が殿堂入りを果たしました。

大学同窓会校友会からのお知らせ
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	 関東甲信越地区
	 事務局次長　渡會　福次郎

　私は、大学酪農学部酪農学科
第３期卒で地区の会報「あるま・
めーと」の編集長（編集委員は
私を含め６名です）をしており
ます。現在埼玉県に在住してお
ります。
　折角の機会ですので、この情報誌に関する件につきお話し
たいと思います。なお、関東甲信越地区は発足後2023年で
49周年となります。
　この「あるま・めーと」という名称は、フランス語で《愛・
母》ということで【三愛精神の母校が絆】と解釈されており
ます。毎年一回１月に発行で、この2023年で第28号となり
ます。体裁は、A４判10ページで発行部数は5,000部超、配
布先は、関東甲信越地区在住の卒業生・同窓会本部・学園関
係者等です。
　主な内容は、①地区会長による地区の現況報告及び志向し
ていること、②同窓会会長からの現況報告、③学園理事長を
はじめ学長・校長からの報告、④関東甲信越地区会員からの
寄稿、⑤地区および支部の行事開催報告、⑥関東甲信越地区
総会の内容報告（含む決算報告・行事報告・行事計画・予算・
役員人事等）、⑦トピックス、⑧訃報のお知らせ、⑨役員一覧、
⑩会則等々となっております。
　直近の第28号の主とする内容は、岡田勉関東甲信越地区会
長から会報誌が意外なところから評価されていること。加藤
清雄会長の「同窓会は絆の強い学部同窓会・クラス会・クラ
ブ同窓会・寮同窓会等々の連帯の強い小さな組織が集まって
大きな組織を形成して行くということが活発な同窓会となる」
との見解。堂地修学長は、今年度入学者に欠員があったこと
や今後定員の確保に努力している等の報告がありました。我々
同窓生も母校発展のため、より一層の支援をしたいと強く感
じました。
　おりからの新型コロナウイルス第７波の影響で地区行事を
始めとして各支部の行事のほとんどが開催されない状況とい
うことで、このコロナの中で酪農経営や畜産行政にかかわる
仕事をしている地区会員に現況を寄稿してもらいました。
　新型コロナの影響はどんな業界にも見られますが、埼玉県
で酪農経営をしている太田屋進（埼玉県支部理事）さんは次
のように訴えております。年々消費の減少に加え、生命線で
ある学校給食が休校などにより需要が少なくなったのに加え、
コンテナ不足・上海の港湾閉鎖・ロシアのウクライナ侵攻・
円安等々による飼料の高騰で乳牛の淘汰や廃業者も多く発生
しており、多くの人にもっと牛乳を飲んで欲しいと切実な訴
えが胸を打ちます。

　また、鈴木邦夫（千葉県支部長）さんからは、産業動物獣
医師の確保の仕事柄、その臨床実習に参加する学生がコロナ
の影響と思われるが計画通り集まらないことの報告がありま
した。
　一方、新潟県生活衛生営業指導センターで専務理事の北原
良一（新潟県支部長）さんは、このコロナ禍でとりわけ風当
たりの強い飲食業界の応援に力を入れていると寄稿していた
だきました。
　今号は、以上のように特にコロナ禍を中心に編集してみま
した。

　過去の各号は、同窓会のホームページからご覧いただけま
す。ＵＲＬとＱＲコードは下記より。

https://rakuno.org/archives/arumamate

地区支部同窓会からのお知らせ
関東甲信越地区会報「あるま・めーと」発刊について
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　このコーナ－は全国各地で活躍する同窓生を地区支部の事
務局長等にご紹介いただいて掲載しています。

〇�金田光弘氏（北海道伊達市在住）　大学農業経済学科12期　
1975年度卒
　伊達市の「農家の
手伝いねこの手	ちょ
こっと」代表の金田
光弘氏を紹介いたしま
す。
　金田氏は同窓会北海
道第二地区胆振第一支
部の事務局長です。
　出身は茨城県。水戸
農業高校卒。本学卒業後、道職員として全道10か所の農業改
良普及センター職員や所長を経て、伊達市に居をかまえ、農
家の夢実現のためのコンサルタント事業をコロナ禍の2020
年（令和２年）春に立ち上げています。サポート農家は伊達
市内15戸。活動は生育調査、事務作業、栽培技術・販売支援、
労働力補強等。農福連携では地域農業、福祉、産業間での持
続的な循環をめざす。合言葉は農家の夢実現のための「Dream	
come	true」。
〇�持田　誠氏（北海道浦幌町在住）　大学酪農学科34期　
1996年度卒
　持田氏は同窓会北海
道第五地区十勝支部の
会計担当。
　浦幌町立博物館学芸
員としてコロナ禍での
生活資料の収集で新聞
等でも紹介されていま
す。博士号を取得して
いる学芸員として幅広
くご活躍されています。本学学生も野生動物保全技術実習の
ために毎年お世話になっています。
　なお、昨年持田さんの執筆した論文が日本博物館協会の奨
励賞を受賞した記事が十勝毎日新聞2021.11.13に掲載され
ていますが、そのほかの活動もweb上でたくさん調べること
が可能です。
	（北海道第五地区十勝支部事務局長　藤原崇氏の推薦）。
〇�佐伯友也氏（宮城県仙台市在住）　大学農業経済学科46期　
2009年度卒
　現在、宮城県加美農業高校教諭で作物部門を担当して水稲
のj	gap取得などを生徒の教育活動に取り入れるなど、授業、
部活に情熱を持ち指導しています。
　このたび、右記のQRコードにより
WEB版の「ナンバー」で加美農業高校
の野球部監督として熱血指導ぶりが紹介
されていますのでご覧下さい。。
　緑風会宮城県支部（伊達な酪農OB会）
のメンバーでもある佐伯先生のご了承も
いただき、掲載しております。
（東北地区宮城県支部事務局長　千葉隆氏の推薦）

〇�佐山正之氏（栃木県岩舟町在住）　大学農業経済学科31期　
1994年度卒

　「奇跡の剣士」最高段位　40代の若さ、難関一発合格の見
出しで「下野新聞2022.5.7付」に掲載
されていた記事をお送りいただきまし
た。佐山さんは奥さん共々本学剣道部
OB/OGで現役中も活躍された方です。
　新聞記事は掲載出来ませんが右記の
QRコードからWEB版をご覧いただけ
れば幸いです。
（獣医学科同窓会栃木県支部長　渡邊正信氏より情報提供）
〇�武井賢一氏（群馬県沼田市在住）　大学酪農学科22期　
1984年度卒

　武井氏は群馬県JA繁殖和牛部連絡協議会の役員で10月に
開催される全国和牛共進会に群馬県代表として出品されまし
た。
（関東甲信越地区群馬県支部　事務局長　宮内　誠氏の推薦）
〇�岩寺信節氏（神奈川県川崎市在住）　大学農業経済学科10
期　1973年度卒

　前神奈川県支部事務局長で、現在、地元生田区のシニアソ
フトボールチーム「生田G・G」が11月に神奈川県内で開催
される第34回全国健康福祉祭（ねんりんピック）に川崎市代
表として初出場し、岩寺さんも参加されます。
　チーム結成から10年かけてたどり着いた目標の大会に参加
出来る事になりましたとのコメントを頂戴しました。関東地
区の皆様、応援よろしくお願いします。
（関東甲信越地区事務局長　早田　俊輔氏からの推薦）
〇�高来直人氏（石川県白山市在住）　短期大学酪農科27期　
1977年度卒

　高来さんは同窓会石川県支部副支部長で石川県酪農業協同
組合代表理事会長として重責を担われています。
（中部地区石川県支部事務局長　戌亥一朗氏の推薦）
〇�山本秀樹氏（名古屋市在住）　大学酪農学科12期　1974年
度卒

　愛知県いのちの電話協会評議員・総務委員長。子どもの虐
待防止ネットワークあいち（CAPNA）副理事長、元金城学
院中学・高等学校教諭（理科・教育相談担当）
　愛知県内外の中学・高校・大学や行政に出向き、自殺予防
教育、子どもの虐待防止、命の授業等を行なっている。
〇�百瀬則子氏（愛知県大府市在住）　大学酪農学科17期　
1979年度卒

　中部SDGs推
進センター副代
表理事　（株）
ユニーを経て、
ワタミのSDGs
推進本部長、執
行役員を兼任。
　専門分野は食
品リサイクル。
2017年ベルリ
ンで開催された
G７	SDGsワークショップでは、ユニーのリサイクルループ
を発表。食品残渣を排出したスーパーが、エコフィードを給
餌した鶏卵を仕入れて販売する。という、サーキュラーエコ
ノミー。
　排出者がリサイクルの品質を維持するという、このリサイ
クルループは、EU各国の環境担当者の関心が高かったです。
　その他、子どもの環境教育はライフワークとして、仕事で
も地域ボランティアでも継続しています。
（中部地区愛知県支部事務局長　春日井昭豊氏の推薦）

トピック（北から南から）

同期会等開催のお願い
　酪農学園同窓会では同期会（クラス会）、ゼミ、部活、寮等の
同窓会開催について、高校、短大、大学の同窓生が10名以上集
う場合は１万円の助成金をご利用できますのでご活用下さい。
またこのコーナーへの掲載をご希望の方はお近くの支部事務局
長か本部事務局までご連絡をお願いします。
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インターハイ団体３位の快挙。

　酪農学園大学附属とわの森三愛高校の男子ソフトテニス部
と顧問の播磨良信教諭が９月14日、谷山弘行理事長らを表敬
訪問しました。	男子ソフトテニス部は、８月１日から４日に
愛媛県今治市で開催された「2022年度全国高等学校総合体育
大会」（インターハイ）に出場し、個人戦ベスト８、団体戦ベ
スト４の快挙を成し遂げました。

≪３位入賞≫
【団体戦メンバー】
佐藤奨吾③・岡田侑也③
田中陽稀③・松本拓丸③
橋本　陸③・遠山拓磨③
大澤拓海②・五十嵐和真③
2回戦
とわの森　2-1　宇部工業（山口）３回戦
とわの森　2-1　明秀日立（茨城）
準々決勝
とわの森　2-1　和歌山北（和歌山）
準決勝
とわの森　0-2　尽誠学園（香川）

トピック（高校・大学HPから）
白樺祭（大学祭）、３年ぶりに開催。

　第26回白樺祭が７月２日（土）と３日（日）の両日、３年
ぶりに約6,000人の来場者を迎え、盛況のうちに閉幕しまし
た。
　主催の白樺祭実行委員会は、今年のテーマを「和」（なぎ）
と発表しました。これには、風がやむことで水面が穏やかに
なることの意味と、新型コロナウイルス感染症が早く収まり
以前のような生活に戻れるようにと願い、「平和」の「和（わ）」
の意味が込められています。
　新型コロナ感染症の影響により、一昨年（2020）はやむな
く中止となり、昨年（2021）はオンラインでの開催でした。
　本学オリジナルのアイスクリームやベーコンなどの販売、
牛舎見学・搾乳体験、羊とのふれあいコーナー、乗馬体験、
ブルーグラス研究所の演奏やお笑いライブなどが行なわれた。

「2022動物愛護フェスティバル�in�えべつ」を
開催

　「2022動物愛護フェスティバル	in	えべつ」が９月18日
（日）、３年ぶりに本学で開催されました。
　今年のテーマは「北海道に求められる動物愛護センター」
と題し、【北海道動物愛護センター】の早期建設の実現を目指
すという思いが込められています。
　また、今年から本学も江別市小動物開業獣医師会と共に主
催者となり、江別市、北海道石狩振興局が共催、さっぽろ獣
医師会、（公社）北海道獣医師会、江別市教育委員会が後援、
37団体の参加協力をいただきました。
　当日は台風の影響で雨降りの１日となりましたが、約1,800
人の来場者を迎えることができ、プログラムは予定通り最後
まで行われました。
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●追悼　紺野　勝歳氏（86歳）（札幌市）  

野幌機農高等学校農業科10期
2021年12月４日ご逝去
当会理事／前北海道第一地区会長

（2007～2015）
札幌支部顧問（前札幌支部会長）

（1999～2014）

　紺野勝歳さんは、長年に亘り地
元札幌支部の諸活動にご尽力いた
だき、学園の記念事業（研修館の
鐘寄贈等）にもご協力いただきま
した。また理事（石狩地区会長）
として、石狩地区全体懇親会の開催や酪農学園同窓会の活性
化にご協力をいただきました。

●追悼　土田　孝幸氏（72歳）（長沼町）  

大学農業経済学科８期
2021年12月25日ご逝去
当会理事／農業経済学科同窓会会長（1993～1999）

　土田孝幸さんは学科同窓会会長として、また酪農学園評議
員として学科同窓会や学園運営にご尽力をいただきました。

●追悼　末田　洋一氏（72歳）（江別市）  

機農高校酪農経営科２期／大学獣医学科４期
2021年12月６日ご逝去
大学同窓会校友会監事（2008～2013）

　末田洋一さんは大学同窓会校友会一元化の際には部会長と
して、また監事としてご尽力をいただきました。

●追悼　後藤　忠彦氏（69歳）（仙台市）  

大学獣医学科９期
2021年８月28日ご逝去

　後藤忠彦さんは職域OB会である酪小獣東北地区の会長と
して、また獣医学科同窓会宮城県支部長として東北地区獣医
同窓会の組織化に大変ご尽力をいただきました。

ホームカミングデー開催報告

　３年ぶりの開催となった第29回ホームカミングデーは、７
月２日（土）黒澤記念講堂を会場に開催されました。今年は
天候にも恵まれ、傘寿（80歳）を迎える大学酪農学科１期生
の方々（熊本県や山口県、京都府、新潟県等から）12名を含め、
80名の方々にご出席いただきました。
　なお同時開催となった白樺祭（大学祭）（別記）は6,000人
を超える来場者を数え盛況でした。例年、同日夕刻開催の大
学周年同期会は残念ながらコロナ禍の影響で今年度も延期と
なりました。

　12時半から加藤
清雄酪農学園同窓会
長の開会挨拶に続
き、記念礼拝（物故
者追悼を含む）が朴
美愛学園宗教主事の
司式で行なわれまし
た。讃美歌403番合
唱、聖書朗読後、昨
年７月以降にご逝去された同窓生、旧職員一人一人のご芳名
を司会の野英二同窓会副会長が紹介しました。
　その後、朴宗教主事から「苦難から希望へ」のテーマで説
教奨励をいただき、最後に酪農讃歌を全員で合唱して記念礼
拝を終了しました。

　続いて酪農学園を代表して谷山弘行理事長から学園状況や
講演紹介のご挨拶を頂戴しました。記念講演は、同窓生代表

の下村善計氏（大学
農業経済学科29期
生）を講師として、

「酪聯（連）の精神
を未来につなぐ」と
題してご講演いただ
きました。
　下村さんは自己紹
介ののち酪連の創業

（酪連精神、北海道
酪農義塾、酪農補導業務）、雪印メグミルクグループの存在意
義や志（社会課題、酪農貢献、持続可能な酪農生産への貢献）
をスライドにより丁寧に説明していただきました。
　結びとして、「今日の酪農学園と雪印メグミルクグループが
存在しているのは、黒澤酉蔵翁の精神を受け継ぎ、今に繋い
できたことに他ならない。如何にその精神や信念が崇高で後
世の人々に感銘や影響を与えてきたことの証でもある。」「雪
印と酪農学園はルーツと精神を同じくする。今後とも、とも
に発展していきたい」と述べました。
　続いて本学名誉教授で農業経済学科４期卒の工藤英一氏か
ら「江別市の農業・地域おこし運動」と題してご講演をいた
だきました。工藤先生はまず、江別市の農業や産業について、
スライドでご紹介いただき、次に「就業の年齢や耕地面積」、「道
内農業ランキング」、

「農業産出額」、「作
付面積」の統計を含
めて概要を説明して
いただきました。地
域おこし運動では、
まちづくり運動の実
践事例も多くのスラ
イドで報告していた
だきました。

単位同窓会・地区支部同窓会（追悼）
　事務局にご報告いただいた同窓生の訃報を記載い
たします。なお、同窓会活動にご尽力いただいた役
員や地区支部長等をご紹介させていただきます。

同窓生お悔やみ欄
（2021.7.5）から（2022.7.1）の間にご逝去された方々を掲載。（敬称略）

機 農 高　高橋　和敏、大井　公世、安田　憲一、神林　良光
　　　　　加葉田博章、高畑　武雄、細川　清司、紺野　勝歳
　　　　　兼頭　英雄、北　　良治、草野　光由
短期大学　菅　　吉信、伊澤　昭三、中内　博一、勝部　　忠
　　　　　須貝　博夫、新妻　一浩、福島　宗義、宮本　久雄
大学酪農　佐々木和弘、土合　紘造、麓　　　悠
大学農経　土田　孝幸、五十嵐　啓
大学獣医　末田　洋一、奥本　利美、後藤　忠彦、鎌塚　義治
　　　　　佐藤　詠子、荻野　好彦
大学環境　片岡　美葉
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HP：https://rakuno.org/

〒069-8501
北海道江別市文京台緑町582　　酪農学園同窓会
電話　011（386）1196
FAX　011（386）5987
電子メール：rg-dosok@rakuno.ac.jp

酪農学園同窓会は卒業生を応援します

　酪農学園同窓会の皆さまにおかれましては、日頃より、酪
農学園大学社会連携センターの運営等に格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　大学の使命である「教育」「研究」「普及」の三本柱のうち、
社会連携センターでは「普及」の役割を担い、本学が持つあ
らゆる知的資源・人的資源を活用して、世界や地域と結びつ
きを深めると同時に広く社会に貢献するため、国際交流課・
地域連携課の２課体制で諸事業を展開しております。
　国際交流課・地域連携課が行なう事業については、新型コ
ロナウイルス感染症の影響が続く中、徹底した感染拡大防止
対策を講じながら、対面・オンライン開催を併用する形で地
域社会への学びの機会の提供、学生の語学力の向上、国際理
解に繋がる取り組みを行なっております。
　また、2020年度末に解散した公益財団法人酪農学園後援会
の寄付事業を継承し、2021年度に創設した「酪農学園基金」
の運営も社会連携センターで行なっております。
　「酪農学園基金」は、酪農学園大学および酪農学園大学附属
とわの森三愛高等学校における学生・生徒に対する支援や教
育環境の整備、教育研究支援を主な目的としております。同
窓生、教職員OB・OGの皆さまにおかれましては、新型コロ
ナウイルス感染症の影響で事業活動や日常生活の制約が続く
中にもかかわらず、2021年度は55,207,442円の寄付金を賜
り、深く感謝申し上げます。
　改めてのお願いとなりますが、当学園の教育・研究の充実
のためには、皆さまからのより一層のご支援が不可欠でござ
います。「酪農学園基金」の趣旨にご理解をいただき、今後と
もご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
　最後に「酪農学園マルシェ」
についてお知らせいたしま
す。2020年2月に札幌市の地
下歩行空間において、卒業生
の皆さまのご活躍を紹介して
酪農学園大学の魅力を広く伝
えることを目的とし、「酪農学園マルシェ」を開催しました。
当イベントは、酪農学園大学および卒業生が経営・勤務する
企業が製造した乳製品を販売し、大変好評を得ております。
今年度も感染防止対策を徹底したうえで、ODORI　BISSE（大
通ビッセ）にて、下記日程での開催を予定しています。出展
者等の詳細については、決定次第、当センターHP等でお知
らせいたします。
　新型コロナウイルスの感染拡大については、なお予断を許
さない状況が続きますが、社会連携センターでは、今後も感
染防止対策を徹底したうえで、当学園が持つあらゆる知的・
人的資源を活用し、広く社会に貢献する事業を展開してまい
ります。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上
げます。
酪農学園マルシェのお知らせ（予定）
日時：2023年２月10日（金）～12日（日）11:00～18:00
場所：大通ビッセ1階ビッセスイーツおよび地下２階イベン
トスペース
ＨＰ：https://ext.rakuno.ac.jp
※やむを得ず中止する場合がございますので、ご了承くださ
いますようお願いいたします。
（文責　地域連携課　課長　野村　正裕）

酪農学園からのお知らせ

お年玉プレゼントのお知らせ
　酪農学園同窓生の皆様には謹んで初春のお慶びを申し上げ
ます。平素より同窓会の諸活動にご協力を賜り、心よりお礼
を申し上げます。
　さて、昨年度より「同窓会だより」が年１回の１月１日発
行となりました。それに合わせて「お年玉プレゼント」を昨
年同様に企画しましたので初春の運試しをお願いします。
　応募方法は別添の送付状にも記載しておりますが「同窓会
だより」封筒に記載の固有番号と当選番号を照合の上、当選
されている方は、同封の受取人払返信用はがきに固有番号10
ケタをご記入の上、お申込をお願いします。
　今年からは返信用はがきにより２月末までに申し込みされ
た当選者にお送りさせていただきますのでご了承願います。
　まだ制度が定着しておりませんのでお年玉は今年も下記の
酪農学園大学バター３個の詰め合わせにさせていただきます
のでご了承願います。

◆2023年度第30回ホームカミングデー予告◆
　第30回を迎えるホームカミングデーは酪農学園創立90周年
の節目にあたるため、80周年時と同様に周年事業の一環とし
ての記念講演となります。そのため時期も従来の７月初旬か
ら９月下旬になる予定です。
　詳細は、酪農学園同窓会HP等でお知らせします。
　多数の同窓生のご参加をお待ちしております。当日は同窓
生や教職員の永眠者追悼礼拝も予定しています。

記
開催日時：2023年９月下旬予定
会　　場：黒澤記念講堂　他
内　　容：記念礼拝：物故者追悼含む
　　　　　記念講演：講師「未　定」
　＊�コロナ禍による変更等の詳細は決定次第、同窓会ＨＰ等
でお知らせします。

編集後記
　今回は昨年から更に誌面を拡大し、12頁でお送りします。
　全国各地の地区支部事務局長に自薦他薦で地元で活躍する
同窓生のご推薦をお願いしましたところ、全国津々浦々から
の話題を頂戴いたしました。
　今後も同窓生の皆様からの全国各地の情報を掲載していき
たいと思います。同封の返信用葉書やメールによりお便りを
お待ちしています。
　コロナ禍で地区支部総会等の開催がなかなか出来ない状態
が３年も続いておりますが、皆様にとりまして新年が良き年
となりますようお祈り申し上げます。（U）
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